アルトゥール・シュナーベルによるベートーヴェンのピアノソナタ解釈 : シュナーベル版の指使いの分析を通して by 金丸 友理絵
From the late 19th to the beginning of the 20th century, many practical editions of piano 
music were published with various interpretations by performers and scholars. In the same era, 
a famous pianist Artur Schnabel published Beethoven’s Piano Sonatas with his own revisions.
The Schnabel version is also called a practical edition because he wrote a number of 
dynamic markings and expression markings.
 Schnabel’s fingerings written in detail in Beethoven’s Piano Sonatas are quite distinctive 
compared to other editions. In addition, he paid meticulous attention to fingering. However, 
until present, almost no research on Schnabel’s fingering has been done.
 In this paper, five noteworthy features about his fingerings are presented, attempting to 
explore what these five features are telling, while also looking into the core of the relationship 
between his musical interpretation and his fingering.
1.　はじめに
　本研究は、オーストリア出身のピアニスト、アルトゥール・シュナーベル Artur Schnabel（1882-
1951）の校訂した、ベートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770-1827）のピアノソナタを研究
課題にとりあげ、その独自性を探り、再評価することを目的とする。
　シュナーベルの音楽活動は多岐にわたっており、ピアニストとしてだけでなく、作曲家、教育者、
そして楽譜校訂者として重要な功績を残した。20 世紀前半、ヴィルトゥオーゾのピアニストたち
が華々しく活躍する中、シュナーベルは、1911 年ロシアで初めてのオール・ベートーヴェン・プ
ログラムの演奏会を行ったほか、1927 年のベルリンでのベートーヴェンのピアノソナタ全曲公開
演奏、1932 年のロンドン、1933 年には再びベルリン、1936 年にはニューヨークでのベートーヴェ
ンのピアノソナタ全曲演奏、そして 1932 年から 37 年にかけて、史上初となるベートーヴェンの
ピアノソナタ全曲および全ピアノ協奏曲のレコーディングを成し遂げるなど、20 世紀のベートー
ヴェン弾きとしての名声を確立した。生涯にわたる積極的な演奏活動やレコーディング、そして多
くの弟子に対しての熱心な音楽教育の活動によってシュナーベルの名が世界中に広まるとともに、
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彼の校訂した楽譜もまた普及していった。
　だが、演奏家としての名声があるが故に、これまでのシュナーベルについての研究の関心は演奏
家としての側面に偏っており 1、シュナーベルの演奏家以外の側面に関する研究は少ないのが現状
である。それに加えて従来の音楽学研究では、演奏家などによる校訂楽譜の資料価値を校訂者個人
の音楽的見解の表明にしか見出してこなかった 2 こともあり、彼の校訂したベートーヴェンのピア
ノソナタの楽譜は彼の音楽観を映し出した大変重要なものであるにも関わらず、シュナーベル版の
真の目的を探ろうとする研究や、校訂者としてのシュナーベルに焦点を当てた研究はほとんどされ
てこなかったのである。
　19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、演奏家などによって様々な解釈が書き込まれた「実用版」3
とよばれる楽譜が多く生み出されたが、その校訂方針や表記内容は校訂者によって実に様々である。
版によっては作品に大幅に手を加えたり、演奏効果を優先するために作品の一部を改変してしまう
こともあり、実用版の校訂は自由な展開を見せていた。「原典版 Urtext」4 と呼ばれる、オリジナ
ル資料に忠実に基づきそれを呈示しようとした楽譜が生み出された背景には、こうした実用版の校
訂に対しての態度を見直すべきだという動きになっていたことや、1920 年前後に、音楽学の分野
において楽譜校訂のための資料研究の重要性の認識が高まっていた 5 ことが挙げられる。楽譜の在
り方という問題に目が向けられていたまさにこの頃に、シュナーベルは自身の校訂によるベートー
ヴェンのピアノソナタの楽譜をドイツの Ullstein 社から出版したのであった。
　本研究で扱うシュナーベル版もまた、実用版として定着しているのは事実である。というのも、
シュナーベルによって書き加えられた多くの強弱記号、表情記号、頻繁に変化するテンポ、随所に
見られるローマ数字、そして作品の細部にわたって指示された指使いなどから、演奏上の効果に重
きを置いた実用的な楽譜としてのイメージが強くなってしまっていることは否定できないからであ
る。しかし重要なのは、シュナーベル版は、オリジナル資料に忠実に基づいて校訂された楽譜だと
いうことである。校訂作業の詳しい過程については次項で述べるが、強弱記号や表情記号は括弧つ
き、もしくはやや小さめに表記されるなど、オリジナルの表記と校訂者による解釈とが区別できる
ように配慮されており、明らかに 19 世紀後半に見られた実用版とは、表記の仕方に違いがみられる。
そのようなシュナーベルの姿勢ゆえに、彼の楽譜は「偽りのない原典を強調的に研究している比較
的初期の例として歴史的に重要」6 だと言われることもある。
　原典志向であったシュナーベルだが、彼が書き入れた指示記号の中でとりわけ彼の指使いは極め
て特徴的である。それは、すべてのソナタの細部にわたって指示されており、指番号が書かれてい
ない箇所がほとんど無いと言っても過言ではない。他の版と比較してみても、指使いがここまで細
かく指示されている版は他にはない。シュナーベル版の校訂報告でも、まず初めに自身の指使いの
特異性について述べられており、シュナーベルが指使いに対して非常にこだわりを持っていたこと
が分かる。しかしその特異性ゆえに、シュナーベルの直弟子を含む演奏者や研究者から、時おり不
可解とすら言われることもある 7。
　上で述べたように、シュナーベルの校訂版についてはほとんど研究がなされてこなかった。した
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がって指使いに関しても、これほどまでに細部にわたって書かれ、かつ特異的であるにも関わらず、
これまでシュナーベルの指使いに関する大々的な研究は行われていないのが実情である。
　そのうえシュナーベル自身による指使いの解説もないとあって、シュナーベルの指使いに込めら
れた意味について考えることは、ほとんど行われていない。実用版のひとつとされながら、オリジ
ナル資料に忠実に基づくなど、作曲家の意図することを最大限に尊重する姿勢を保っていたシュ
ナーベルの版の指使いは、果たしてどのような目的をもって書かれたものなのだろうか。
　そこで本稿では、シュナーベル校訂によるベートーヴェンのピアノソナタにおいてとりわけ特異
な彼の指使いに着目した。シュナーベル版の指使いについてベートーヴェンの自筆譜、初版譜、そ
して 12 に及ぶ他の版 8 との比較・検証をした結果、明らかになった 5 つの点を挙げて、それぞれ
の特徴について述べる。そしてそこから、その特異性がなにを意味しているのかを探り、彼の音楽
的解釈との関連性について論じる。次項ではまず、シュナーベル版が出版されるようになった契機
と、ベートーヴェンのピアノソナタの校訂作業の過程について述べる。
２．シュナーベル版について
　シュナーベルが最初に楽譜の校訂に着手したのはベートーヴェンの作品が初めてではない。彼
が最初に校訂を行ったのは、1912 年、モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）の
ピアノとヴァイオリンのためのソナタ集 9 であった。これは彼の友人でもあった、カール・フレッ
シュとの共同作業によるものである。1928 年には、再びカール・フレッシュと共に、ブラームス
Johannes Brahms（1833-1897）のヴァイオリンとピアノのためのソナタ作品 78、作品 100、作
品 10810 の校訂を行ったほか、ブラームスのヴァイオリン協奏曲作品 77 やヴァイオリンとチェロ
のための二重協奏曲作品 102 のためにピアノスコアを作成した 11。また、モーツァルトのピアノ
ソナタ全曲を校訂する計画もあった。シュナーベルの死によりすべてのソナタを校訂することはで
きなかったが、シュナーベルが晩年に校訂した 2 曲のソナタ 12 はモーツァルトの生誕 200 年を記
念して 1956 年に出版された。
　本稿で取り上げる、シュナーベルによるベートーヴェンのピアノソナタの校訂版は、1924 年、
ベルリンの Ullstein 社からの依頼によって企画された。当時、ヨーロッパの中でも大手出版社で
あった Ullstein 社は、新聞や雑誌、本の出版まで企業の範囲を拡張しており、さらに楽譜の出版の
領域にも力を入れその活動をさらに拡大しようとしていた。その音楽出版物はトーンマイスター版
とよばれ、それはバッハからブラームスに至るまでのピアノ作品を出版しようとするものであっ
た。それはそれぞれの音楽家に校訂を依頼する形をとっており、例えば J. S. バッハはエドウィン・
フィッシャー Edwin Fischer（1886-1960）、W. A. モーツァルトはカール・フリートベルク Carl 
Friedberg（1872-1955）、F. シューベルトはコンラッド・アンゾルゲ Conrad Ansorge（1862-1930）、
F. ショパンはレオニード・クロイツァー Leonid Kreutzer（1884-1953）がそれぞれ校訂を行っ
た。その中で、ベートーヴェンの作品の校訂を依頼されたシュナーベルは、ディアベリ変奏曲作品
12013 と、32 曲のピアノソナタの校訂を行うこととなった。シュナーベルが Ullstein 社からベートー
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ヴェンのピアノ作品の校訂の依頼を受けたのは 1924 年とされているが、実際にシュナーベルがピ
アノソナタの校訂に携わっていた具体的な年数は明らかになっていない。
　前述のようにシュナーベルは、ベートーヴェンのピアノソナタの校訂を行う際に、自筆譜や初版
譜などの一次資料に基づき、作曲家の意図することを最大限に尊重する姿勢を保っていた。シュ
ナーベルは、「できるだけ多くの自筆譜、ベートーヴェンが修正した、もしくは目をとおした印刷
原稿、初版譜、再版等」14 を参照していた。フランクフルトの友人、オットー・ルイス・コッホ
Otto Louis Koch の所持する、ベートーヴェンの後期のピアノソナタの自筆譜を含む大変貴重な資
料に触れたこともあるとされている 15。またそのような資料に触れることが出来なかった場合は、
シュナーベルは資料を所持している個人または団体に直接手紙を送ったりもしていた。ベルリンの
芸術アカデミーのシュナーベル・アルヒーフには、ピアノソナタ第 17 番作品 31-2 やピアノソナ
タ第 31 番作品 110 についてのある部分について、シュナーベルの詳細な質問と、それに対しての
相手からの返答が記された文書が残されている 16。
　シュナーベルがベートーヴェンのピアノソナタを校訂する際に参照したと思われる資料、楽譜は、
シュナーベル版の脚注に記載されているものとして、作曲家の自筆譜、初版譜の他に、Breitkopf und 
Härtel 社から出版されたベートーヴェンのピアノソナタ全集（いわゆる旧全集）17、1923 年に出版
されたハインリヒ・シェンカー Heinrich Schenker（1868-1935）の校訂によるベートーヴェンのピ
アノソナタ全集 18 がたびたび挙げられている。また、カール・チェルニー Carl Czerny（1791-1857）
やハンス・フォン・ビューロー Hans von Bülow（1830-1894）らが校訂した楽譜 19 にも言及している。
　その他には、シュナーベルはルイス・ケーラー Louis Köhler（1826-1886）20、オイゲン・ダルベー
ル Eugen D’Albert（1864-1932）21、カール・フリートベルク Carl Friedberg（1872-1955）22 によっ
て校訂されたベートーヴェンのピアノソナタの楽譜を所持しており 23、それらの楽譜も参照してい
た可能性が高い。それぞれのピアノソナタを校訂するにあたって、どの資料と楽譜を参照したのか、
全てを把握することはできないが、シュナーベルは自筆譜などの一次資料だけでなく、同時代に色々
な音楽家が校訂した楽譜も参照しながら楽譜の校訂を行っていたと思われる。
　シュナーベルは、Ullstein 社から依頼を受けたあと、Breitkopf und Härtel 社の旧全集に書き込み
をする形で校訂を行った 24。シュナーベル校訂によるベートーヴェンのピアノソナタの楽譜は、ま
ずウルシュタイン社から 1924 年から 27 年にかけて、各ソナタが 1 曲ごとに出版された。その後、
1935 年にアメリカの Simon and Schuster 社から 2 巻にまとめられて出版されたが、この時すでに
シュナーベルは、所持していた Ullstein 社から出版された手持ちの楽譜に多くの加筆・修正を加え
ていた。その多くは、音符の修正や、強弱記号、ローマ数字の書き込み、脚注の訂正などで、それ
らはほとんどすべてのソナタの随所に書き込まれていた 25。シュナーベルは、その訂正箇所を全て
別紙に記し、Simon and Schuster 社から改訂版を出版することを要求していたが、その訂正箇所が
あまりにも多かったため、受け入れられなかった。そして 1949 年になってようやく、イタリアの
Curci 社から改訂版が出版されたのであった。なお、本稿では最終的な改訂がなされた Curci 版 26
をシュナーベル版として扱う。次項では、シュナーベルの指使いについて述べる。
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３．シュナーベルの指使いについて
３―１．シュナーベル版にみられる指使いの特徴
　まず、シュナーベルの指使いの特徴について考察を深めるため、シュナーベル版と他の版との比
較、考察を行った。なお比較対象とした楽譜については参考楽譜に記載している。本稿では、その
結果明らかとなったシュナーベルの指使いの特徴の中から特筆すべき 5 つの点を挙げて述べる。
　（1）スラーのかかっている箇所は、すべて指でレガートに弾ける指使い
　（2）フレージングやアーティキュレーションを表現できるような指使い
　（3）指それぞれの特質を生かした指使い
　（4）下行するノンレガートでの同じ指の連続使用
　（5）タイの音での指換え
以下、それぞれの特徴について述べる。
　（1）スラーのかかっている箇所は、すべて指でレガートに弾ける指使い
　これは、シュナーベル版のベートーヴェンの全ピアノソナタ作品に共通して言えることである。
スラーのかかっている箇所は、ペダルに頼るのではなく指で繋げて弾けるような指使いになってい
る。上声部のみならず、内声部も繋げて弾けるような指使いにしてあるため、頻繁な指換えが至る
所に見られる。
　[ 譜例 1]　ピアノソナタ第 15 番作品 28　第 4 楽章（冒頭部分）　シュナーベル版
　3 小節目の右手の指換えにより、上声部、内声部ともに指で繋げて弾くことができる（左手の括
弧で示されたスラー以外は、全てベートーヴェン自身によるスラーである）。
　（2）フレージングやアーティキュレーションを表現できるような指使い
　[ 譜例 2]　ピアノソナタ第 15 番作品 28　第 3 楽章（冒頭部分）シュナーベル版
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　冒頭 5 小節目からの右手の指使いを見ると、シュナーベルは 422 と弾くように指示している。
ベートーヴェンが記したこのアーティキュレーションを、速いテンポの中でこのような指使いで弾
くのは大変難しいが、スラーの切れ目の音とスタッカートの音を同じ 2 の指で弾くことによって、
繋がらず切って弾くことができる。つまり、シュナーベルが指示したような指使いで演奏すると、
必然的に楽譜に書かれたフレージングやアーティキュレーションの通りに演奏することが可能とな
る。このような例はピアノソナタ第 19 番作品 49-1 第 1 楽章（21-28 小節目の右手）にも見られる。
　（3）指それぞれの特質を生かした指使い
　シュナーベルの指使いは、強弱の強いところ、拍の頭やアクセントのついている音、また重みの
ある音には 1 や 3 などの安定した強い指を使い、p や pp などの繊細さが求められる箇所や、裏拍
から始まる音、フレーズの終わりには、4 や 5 の比較的弱い指を多く使うなど、指それぞれの個性
を生かして、音楽的な脈略にあった指使いにする傾向がある。
 　[ 譜例 3]　ピアノソナタ第 17 番　第 1 楽章　（152-158 小節）　シュナーベル版
　第 1 楽章のレチタティーヴォの部分（譜例の 4 小節目から 7 小節目）である。この旋律を 4 や
5 などの比較的弱く不安定な指を多く使うことで、自然と繊細で柔らかな音色で弾くことができる
ことに加え、独特の緊張感と特別な注意力が必要とされることで、幻想的な雰囲気の中で歌われる
この旋律の悲痛な感情を表現できるのである。
　[ 譜例 4]　ピアノソナタ第 26 番　第 3 楽章（37-44 小節）シュナーベル版
　譜例の前半では一つ一つの音に sf がついているので全て 1 の指で弾くようになっているが、後
半部分は sf の指示はないために 1 の指を連続して使うことはない（この部分の強弱記号は全てベー
トーヴェンによるものである）。前半は一つ一つの音を強調し、後半は旋律の流れを表現すること
ができる。このように例え同じような旋律であっても、シュナーベルの指示したように、様々なニュ
アンスによって指を使い分けることで音色の変化を表すことができる。
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　（4）下行するノンレガートでの同じ指の連続使用
　シュナーベルは、作品の中で、下行形でかつノンレガートになっている箇所（diminuendo や
poco calando などの指示を伴っていることが多く、またペダリングの指示とも連動している）では、
同じ指で弾くことを指示している。
　[ 譜例 5]　ピアノソナタ第 16 番　第 2 楽章（第 26 小節後半）シュナーベル版
　譜例の後半部分に見られるノンレガートでは、4 の指を連続して使っている。この他にも、ピア
ノソナタ第 15 番の第 1 楽章に現れるノンレガートの部分も、同様に 4 の指で統一されており、第
23 番の第 2 楽章や第 27 番の第 1 楽章にも同様の例が見られた。このように、一見違う指で弾け
てしまうところを、同じ指で弾くとなると、奏者にとってより細やかな神経が要求される。比較的
弱い 4 の指を使うことにより、繊細な響きを生み出すことができるだけでなく、同じ指に統一す
ることにより、音色や音質を揃えることができる。また、同時にペダルを使うことで、同じ指で弾
いてもぶつぶつ音が切れることがなく、繊細な響きを残しながら、ひとつの動きと流れの中で弾く
ことができる。
　（5）タイの音での指換え
　右手にタイが連続して現れる箇所であるが、いずれもタイの音のたびに指換えが行われている。
通常指換えをする場合、例えば指の都合上、音を繋げて弾けないような箇所を次の音に繋げるため
の物理的な手段として行われることが多いが、シュナーベルの場合、物理的な理由とは必ずしも言
えないような指換えが多々見られる。
　[ 譜例 6]　ピアノソナタ第 12 番作品 26　第 1 楽章　第 4 変奏（冒頭部分）　シュナーベル版
　同様な例は、ソナタ第 15 番作品 28 の第 1 楽章や、第 27 番作品 90 の第 1 楽章にも見られた。なお、
このタイの音での指換えに関しては、比較した楽譜の中で、唯一ハインリヒ・シェンカーが校訂し
た楽譜のみ、指換えが指示されていた。シュナーベルの指使いと全く同一ではないにしても、タイ
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の音のたびに指換えを指示しているという点においては、2 つの版に共通点が見られた。
　これら 5 つの特徴は、比較した他の版にはほとんど見られなかったため、シュナーベル独自の
指使いになっていると言えよう。
　なお、シュナーベルが校訂したモーツァルトのピアノソナタ K. 331 と K. 457 の指使いについて
調査したところ、K. 331 の Andante grazioso では、レガートに弾くための指換えがしばしば見ら
れたほか、第 2 変奏の冒頭 1-2 小節では、右手のテヌートの音での指換えが見られた。
　また、K. 457 の Adagio の冒頭 5-6 小節目の右手に表れる下行形のノンレガートでは、ベートーヴェン
の場合と同じく 4 の指を連続して使っている。さらに、Molto Allegro（Allegro assai）の冒頭 1 小節
目に出てくるタイの音では指換えの指示がある。モーツァルトのピアノソナタについては、全体的
に指使いの書き込みはベートーヴェンのピアノソナタに比べて控えめになっているものの、いくつ
か共通する特徴が見られた（これらの譜例については紙面の都合上割愛する）。今後、モーツァルト
の作品とベートーヴェンの作品に見られた指使いの特徴の共通点についても考察していきたい。
３－２．独自の指使いと彼の音楽的解釈との関連性
　ここではシュナーベル自身の言説に基づいて、彼の音楽的解釈と指使いの特徴との関連性につい
て論じる。さらに筆者は、シュナーベルが、ベートーヴェンの時代に使用されていたフォルテ・ピ
アノに非常に関心を持っていた 27 ことに着目し、シュナーベル独自の指使いについての発想が、ベー
トーヴェンの時代の楽器の特質から来ている可能性も視野に入れて考察を行った 28。
　まず、シュナーベルの指使いの特異性について先人たちからの何らかの影響があったのかを探る
ため、シュナーベルと直接関わりのあった人物の他に、カール・フィリップ・エマヌエル・バッ
ハ Carl Philip Emanuel Bach（1714-1788）29 やダニエル・ゴットロープ・テュルク Daniel Gottlop 
Türk（1750-1813）30、カール・チェルニー 31 らの説いた奏法について調査したが、いずれも直
接的な影響を受けたことを決定づけるものは見受けられなかった。さらに、チェルニーを含む、そ
れまでに受け継がれてきた伝統的な奏法を守り続けていく、ということに対してシュナーベルが否
定的な考えを持っていた 32 ことから考えると、シュナーベル版に見られる指使いは、彼自身が生
み出した独自のものであることが言える。そこで、シュナーベル自身の言説をもとに考察して明ら
かになった彼の音楽的解釈と、指使いの特徴と関連があると思われる点について述べる。
（１）レガートの奏法について
　シュナーベルは、弟子のコンラッド・ウォルフ Konrad Wolff（1907-1989）に協力する形で自ら
の音楽的解釈とその具体的な奏法を『ピアノ奏法と解釈』という本にして出版したが、その中で「可
能な限り完全な運指によるレガートが用いられるべき」33 また、「ペダルが、瞬間的なテクニック
上のすべりや、レガートの不完全さをおおい隠すために用いられてはいけない」34 ということを主
張している。これは、1 つ目の特徴として取り上げた、スラーのかかっている箇所は、指だけでレ
ガートに弾ける指使いになっているということと一致している。
　シュナーベルはスラーの部分を、ペダルに頼らずにレガートに弾かなければならない理由として、
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極端な例ではあるが、ペダルを使用したままスタッカートで弾くと、それはレガートとして全く聴
こえず、むしろスタッカートに聴こえるということを生徒に説いていた。つまり、たとえ音と音の
間に空白がなくとも、指でレガートに弾いていなければ、それは決してレガートには聴こえないた
め、必ず指によるレガートにするべきだということである。
　またシュナーベルはベートーヴェンの時代に使用されていた楽器を何度も弾いていたことがあ
り、その楽器の特質や響き、奏法など熟知していたと思われる。モーツァルトやベートーヴェンの
時代には、ノンレガートに弾く奏法が当時の演奏習慣となっていたが、ヨハン・バプティスト・ク
ラーマー Johann Baptist Cramer（1771-1858）が生み出した表情豊かなレガート奏法は多くの演
奏家に感銘を与え、ベートーヴェンさえも絶賛するほどであった。このレガート奏法は、ベートー
ヴェン自身も得意としていた。当時の演奏習慣として、書かれた音符の長さよりも幾分短めに弾く
ことが主流であったが、ベートーヴェンは音符の長さ、つまり音価を演奏者にきちんと守って、レ
ガートに弾いてもらうためにスラーを書くこともあった 35。当時の演奏習慣からしてみれば、ピア
ノに歌わせるようなレガート奏法は画期的な表現方法であったわけである。
　それに加えて、フォルテ・ピアノの残響は現代のピアノに比べて少なく、音の響きがあまり伸び
ないため、次の音に繋げるということに対して非常に神経を使う。したがって、次の音に心から繋
げようとしなければ、音はぷつぷつと切れたように聴こえてしまう。そのことから考えるとベートー
ヴェンが指示したレガートは非常に大切に、歌うよう弾かなければレガートには聴こえないのであ
る。当時のピアノでは、レガートに弾くのは簡単なことではなかったはずであるのに、われわれが
ペダルを使ってレガートに聴こえさせるというのは、ベートーヴェンの意図することとはかけ離れ
ていると言わざるを得ない。だからこそシュナーベルは、ただ音が繋がっていれば良いという考え
ではなく、指でレガートに弾くことの大切さ、難しさを演奏者に体感させることで、ベートーヴェ
ンが特別な思いを込めたレガートを表現しようとするその内面性が大切であることを伝えたかった
のだと思われる。
（２）アーティキュレーションについて
　「指使いとは、特別なフレージングをそれが指示していることがあり、速度やアーティキュレー
ションに影響を与えている。」36 というシュナーベルの言説がある。彼はベートーヴェンのピアノ
ソナタの作品の中で、ある重要だと思われるパッセージを、演奏者が軽々しく弾いてしまうことを
阻止するために指使いを工夫したことがあると言われている。これは３－１．で取り上げた 2 つ
目と 4 つ目の特徴と一致していると思われる。特に 4 つ目の特徴である、下行形のノンレガート
を同じ指で演奏するというのは、演奏者には特別な注意力が要求されるため、必然的に速く弾くこ
とはできなくなる。簡単に弾けてしまうがゆえに、演奏者がそのパッセージの重要性を見落として
しまうような箇所を、シュナーベルはあえて弾きにくい指使いを指示することで、特に注意を払っ
て大切に弾くことを演奏者に伝えようとしたと思われる。
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（３）音楽的脈絡に合った指使いについて
 　[ 譜例 7]
　これは、カール・フィリップ・エマヌエル・バッハの頃からあるハ長調の音階の一般的な指使い
である。音符の上に記してあるのが右手の指番号、下に記してあるのが左手の指番号である。この
伝統的な指使い 37 に対するシュナーベルの考えとして、左手の指使いは、属音に 1 の指がきてい
るのに対し、右手は下属音に 1 の指がきていているため、右手だけが音楽的に不自然な箇所にア
クセントがついてしまうおそれがあるとして、シュナーベルは、音楽的に弾くのであれば、左手と
同様に右手も属音に 1 の指を使うべきだとしている 38。音楽的ではないところ、もしくは意図的
ではないところに不自然なアクセントがついてしまうことに対して非常に気を使っていたという
シュナーベルの態度にも表れているように 39、彼は伝統的な規格にとらわれることなく、その音楽
の脈絡にあった指使いを選択すべきことを強調している。
　この音楽の脈絡にあった指使いは、32 曲のソナタ全般に共通して見られた。３－１．で述べた
シュナーベルの指使いの特徴の中で、3 つ目に取り上げた、「指それぞれの特質を生かした指使い」
というのは、まさにこの考えに則したものであると思われる。弾きやすさや演奏上の安全を求めた
指使いにするのではなく、指それぞれの個性を生かしながら、あくまでも音楽的に弾くための指使
いにするというのがシュナーベルの指針であったということができる。
　また作曲された当時の楽器と関連付けてみても、特にフォルテ・ピアノのタッチは非常に浅い上
に軽く、少しの力で音が鳴ってしまうため、現代のピアノと比較すると音をコントロールすること
がはるかに難しい。指それぞれの強さの違いが明白に出てしまうため、音量・音質ともに均一に弾
くことは決して簡単なことではない。もしも弾きやすさだけを求めた指使いでそのような楽器を弾
いた場合、音楽的ではない箇所にアクセントがついてしまったりして、でこぼこに聴こえてしま
うこともあるだろう。フォルテ・ピアノを使用していた当時は、音を作るということに対して、現
代のピアノを弾く時に比べてよりいっそう俊敏さや細やかな神経が求められていたと想像される。
そのような楽器が使われていた時代に作られた作品であるにもかかわらず、音楽的な脈絡を考える
ことなく、単に合理性を求めた指使いで演奏することに対して、シュナーベルの指使いは現代の楽
器に慣れてしまったわれわれの考えの浅はかさに注意喚起しているのだと思われる。
４．まとめ
　シュナーベル版にみられる多くの表記、つまり演奏する上での助言が多く書かれているという観
点から、実用的な楽譜として捉えられるのもおかしくない。だがシュナーベルの指使いは、「音と
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してどう認識されるか、またされるべきか」という単に演奏効果だけを目的としたわけではないと
思われる。もしそうであるのならば、作曲家のオリジナル資料等にそこまでこだわる必要はないの
である。シュナーベルは、自身の特異な指使いについて次のように述べている。
私の版の指使いは、学生に無理にでもしばらくは考える余裕をあたえるという意味から選ばれ
ている場合が非常に多いのです。その指使いはときおり、ひどく難しいものが選ばれています
が、それはそれが記されている箇所では特別の注意が求められていることを示すためです。や
さしい指使いですと、ある重要ではあるが隠れた要素の意味が、学生に気付かれないかもしれ
ないのです。40
　これまで一部の演奏家や研究者から不可解と言われ、注目されながらもほとんど研究されてこな
かった彼の指使いだが、このシュナーベルの言説から、シュナーベルが作品に込められた作曲家の
様々な思いをくみ取り、またその重要性について学習者に気付かせるためにあえて難しく選択した
指使いであるということがわかる。つまり、彼の指使いは演奏者側の内面性に重きを置いたもので
あり、ベートーヴェンが意図したであろう音楽を表現しようという学習者の自発性を育てるための
教育的な目的があったということである。
　確かにシュナーベルの指使いに従って弾くと、結果的に楽譜に記されたように弾くことができる。
しかし、それは出てくる音としての「結果」を求めていたということではない。シュナーベルは、
自分の指示した指使いで弾くことによって演奏者に必然的に楽譜通りに弾かせるという恣意的な目
的のためではなく、演奏者に、ベートーヴェンが指示したひとつひとつのものに対してより深い考
えと鋭い洞察力を持って演奏すべきであるというように、あくまで注意を促しているものと思われ
る。特にシュナーベルはベートーヴェンの時代に使用されていた楽器についても熟知していたわけ
だが、それでも、作品をそのような楽器で演奏するのではなく、現代のピアノで弾くべきであるこ
とを主張していた 41。彼はその時代の楽器のタッチや響きなどの特質を十分に理解し、またそのよ
うな楽器で演奏する難しさを分かっていたからこそ、作曲家が指示した様々な記号の大切さや音作
りの難しさをわれわれ演奏者にも理解させ、現代のピアノで演奏する場合にも、豊かな感性と非常
に敏感な神経を持つべきことを、指使いを通して訴えていたのだと思われる。
　作品を演奏する上で、指使いは音楽の表現そのものを左右する重要なものである。どの指で弾く
のか、つまりどういう音を奏でたいのか、という演奏者の内面性が深く関わっているからである。
シュナーベル版には多くの書き込みが見られるが、それでも強弱記号や表情記号では伝えきれない、
音楽の細かなニュアンス、音色、音質、音楽の様々な表情などを、彼は指使いを通してどう表現す
るべきなのかわれわれに伝えたかったのではないだろうか。シュナーベルの指使いは、楽譜の背景
にあるものを深く考えさせられるものである。
　シュナーベルは 20 世紀を代表するベートーヴェン演奏家の一人である。彼が校訂楽譜に示した
指使いは実際の演奏表現にはどう繋がっているのか、それはどのような表現結果を生むのか、シュ
ナーベル自身の録音演奏を通して、指使いと演奏効果との関連性を今後明らかにしていきたいと思
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う。それと並行して、シュナーベルの弟子であった演奏家の方々へのインタビューを行うことによっ
て、シュナーベルの音楽観や演奏語法についても考察を深めながら、彼のベートーヴェン作品にお
ける指使いに対しての考えを紐解いていきたいと考える。
　シュナーベルは自身の音楽的解釈を体系化して表明することはしなかったため、彼の解釈やそれ
に基づく具体的な奏法を知るには、本稿でも扱ったコンラッド・ウォルフがシュナーベル協力のも
と詳細に記した『シュナーベル　ピアノ奏法と解釈』が貴重な文献だと言える。ここで興味深いの
は 12 章構成のうち、約半分が「アーティキュレーション」に関連する項目で占められていること
である。彼は、アーティキュレーションとは「音の長さ、音の強さ、テンポなど、演奏家にとって
は欠くことのできない音楽的要素の解明に関連するもの」42 としており、音楽（目的）とテクニッ
ク（手段）を結びつけるための要素であるとして、作品解釈および演奏する上で大変重要視してい
ることがわかる。演奏する上でそれは最も微細な要素であり、たいていの場合はあまりに細かいた
めに楽譜に書き表されることはないが、ウォルフの文献では多くの譜例を使いながら、どのように
演奏すべきかの指示が具体的に示されている。本稿ではシュナーベルの音楽的解釈と指使いの関係
について焦点を当てた内容にとどめたが、アーティキュレーションについての彼の見解が指使いに
どのように表れているのか、現在調査中である。そしてこのことを今後さらに深く掘り下げて考察
していくことによって、彼独自の指使いにどのような意図が込められているのかを明らかにできる
大きな手掛かりが得られると考える。シュナーベルの指使いを通して、シュナーベルがベートーヴェ
ンの音楽をどのように表現しようとしていたのか、そして我々演奏家にどう表現してほしかったの
か、彼が理想とするベートーヴェンの作品像を明らかにしていきたい。
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